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＜連絡事項＞
・人員不足の為7/18と19の朝昼夕の献立が入れ替えになります。
＜患者様連絡事項＞
・阿部　わかえ様～10:00自宅へ退院となる。
・市川　トミ様～骨折疑いにて室岡整形病院受診。手術適応だが、室岡整形病院で入院受け入れできないとの事で、八戸赤十字病院へ紹介。八戸赤十字病院へ手術目的にて入院のため、14:50当院退院となる。
・坂本　富也様～息子様面会あり。緊急時について確認し、心臓マッサージ等は積極的には望まないとのこと。また、息子様が指のけがのため、室岡整形病院へ2～3日ほど入院するとの事。入院中でも対応は出来るが、時間がかかってしまうとのこと。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・野田　裕樹様～6：00～20：00時間隔離中。他者トラブル無く経過。午前中床屋にて散髪行っている。散髪後にAユニットへ戻る際も拒否や抵抗なく応じている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察中。開放前からドア蹴りしている。開放中は散髪行っている。散髪中は不穏さなく落ち着いている。散髪後はホールにて過ごすが、お茶や点灯の訴え聞かれ来詰頻回。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。ホールにて過ごされている。妄想発言や他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。経管栄養トラブル無く施行。左手の浮腫持続している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言や危険行為無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・坂本　富也様～血圧高値で経過。酸素飽和度低下あり、10:00に酸素10Lへ増量。以降酸素飽和度97～98％で経過している為、11:30酸素飽和度8Lへ減量。以降酸素飽和度低下無く経過。努力呼吸続いている、睫毛反射や痛覚刺激なし。全身浮腫見られている。
・細越　勝男様～バイタルサイン異常なし。時折叫び声聞かれているが、疎通は良好。
